
令
和
七
年
度
学
力
検
査
問
題

国

語

�
（
人
文
学
部
）前
期
日
程

（
問
題
紙

一
〜
二
十
二
ペ
ー
ジ

別
紙
解
答
用
紙
枚
数

一
枚
）

解
答
時
間

一
二
〇
分

注

意

事

項

一
、
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
の
中
を
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

二
、
本
冊
子
の
ペ
ー
ジ
数
は
右
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
落
丁
、
乱
丁
、
印
刷
不
鮮
明
の
箇
所
な
ど
が
あ
る
場
合
は
申

し
出
る
こ
と
。

三
、
解
答
は
す
べ
て
別
紙
解
答
用
紙
の
そ
れ
ぞ
れ
の
解
答
欄
に
記
入
す
る
こ
と
。

四
、
解
答
用
紙
の
指
定
さ
れ
た
欄（
二
箇
所
）に
、
忘
れ
ず
に
本
学
の
受
験
番
号
を
記
入
す
る
こ
と
。

五
、
試
験
場
内
で
配
付
さ
れ
た
問
題
冊
子
は
試
験
終
了
後
持
ち
帰
る
こ
と
。

◇Ｍ１（０６７ １）



一

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。（
＊
は
本
文
の
後
に
注
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。）

◇Ｍ１（０６７ ２）― １ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



◇Ｍ１（０６７ ３）― ２ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



◇Ｍ１（０６７ ４）― ３ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



◇Ｍ１（０６７ ５）― ４ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



つ
か

（
松
井
哲
也「
Ａ
Ｉ
の
手
を
掴
む
く
ら
い
な
ら
溺
れ
て
死
ぬ
」よ
り
。
出
題
に
際
し
原
文
を
一
部
改
め
た
。）

◇Ｍ１（０６７ ６）― ５ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



〔
注
〕
＊
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク＝

こ
こ
で
は
、
事
を
遂
行
す
る
際
に
障
害
と
な
る
箇
所
の
意
味
。

＊
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ＝

人
類
の
知
能
を
Ａ
Ｉ
が
超
え
る
転
換
点
。
ま
た
は
そ
れ
が
も
た
ら
す
世
界
の
変
化
の
こ
と
。

＊
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン＝

相
互
の
や
り
取
り
。

＊
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン＝

人
と
機
械
の「
接
面
」の
デ
ザ
イ
ン
。
機
器
の
使
い
や
す
さ
を
向
上
さ
せ
る
用
語
・
色
彩
・
形
状
・
反
応
な

ど
様
々
な
要
素
の
総
合
デ
ザ
イ
ン
。

問
一

傍
線
部
「
第
二
次
Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
の
主
役
で
あ
っ
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」と
傍
線
部
「
第
三
次
Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
の
主
役
で
あ
る
デ
ィ
ー

プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
基
本
と
な
る
機
械
学
習
」に
つ
い
て
、
両
者
の
特
徴
と
問
題
点
を
そ
れ
ぞ
れ
簡
潔
に
各
五
〇
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

問
二

傍
線
部

に「
官
僚
組
織
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
意
思
決
定
が〈
私
〉の
人
生
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
、
人
工
知
能
と
い
う
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
の
意
思
決
定
が〈
私
〉の
人
生
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
の
間
に
は
、
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
だ
ろ
う
か
」と
あ
る
が
、
こ
こ
で
の「
差
異
」

の
内
容
を
七
〇
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

◇Ｍ１（０６７ ７）― ６ ―



問
三

傍
線
部
「
落
と
し
穴
」に
つ
い
て
、
本
文
で
提
示
さ
れ
て
い
る「
Ａ
Ｉ
に
仕
事
を
奪
わ
れ
る
」言
説
の
場
合
は
次
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
。
説

明
文
の

Ｘ

〜

Ｚ

に
そ
れ
ぞ
れ
当
て
は
ま
る
最
も
適
当
な
語
句
を
、
説
明
文
の
後
に
示
す
選
択
肢
の
中
か
ら
選
ん
で
、
記
号

で
答
え
よ
。

「
Ａ
Ｉ
に
仕
事
を
奪
わ
れ
る
」言
説
の
場
合
は
、
Ａ
Ｉ
を
我
々
の
社
会
と
い
う
系
の
内
側
に
あ
る
静
的
な
も
の
と
み
な
し
て
し
ま
う

Ｘ

に
よ
る
も
の
で
、
実
際
、
Ａ
Ｉ
は
社
会
に
お
け
る
仕
事
と
い
う

Ｙ

自
体
を
変
え
る
可
能
性
の
あ
る

Ｚ

で
あ
る
。

ア

異

類

イ

概

念

ウ

具

象

エ

個

性

オ

錯

覚

カ

同

類

キ

比

較

ク

真
ん
中

問
四

ａ

〜

ｄ

の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
改
め
よ
。

◇Ｍ１（０６７ ８）― ７ ―



二

次
の
文
章
は
、
平
野
啓
一
郎『
空
白
を
満
た
し
な
さ
い
』と
い
う
小
説
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
設
問
に
答
え
よ
。

◇Ｍ１（０６７ １０）― ９ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



◇Ｍ１（０６７ １１）― １０ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



◇Ｍ１（０６７ １２）― １１ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



◇Ｍ１（０６７ １３）― １２ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



（
平
野
啓
一
郎『
空
白
を
満
た
し
な
さ
い
』よ
り
）

◇Ｍ１（０６７ １４）― １３ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



問
一

傍
線
部
ａ「
月
並
み
」、
傍
線
部
ｂ「
怪
訝
に
感
じ
て
」、
傍
線
部
ｃ「
釈
然
と
し
な
い
」に
つ
い
て
、
本
文
中
に
お
け
る
意
味
と
し
て
最
も
適
切

な
も
の
を
ア
〜
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

ａ「
月
並
み
」

ア

た
め
ら
わ
れ
る
こ
と

イ

あ
り
き
た
り
な
こ
と

ウ

ば
か
ば
か
し
い
こ
と

エ

あ
い
ま
い
な
こ
と

ｂ「
怪
訝
に
感
じ
て
」
ア

恐
ろ
し
く
感
じ
て

イ

大
げ
さ
に
感
じ
て

ウ

困
難
に
感
じ
て

エ

不
思
議
に
感
じ
て

ｃ「
釈
然
と
し
な
い
」
ア

拒
否
で
き
な
い

イ

言
い
訳
で
き
な
い

ウ

納
得
で
き
な
い

エ

宣
言
で
き
な
い

問
二

傍
線
部

に「
自
分
を
隅
々
ま
で
掌
握
し
て
、
或
る
人
格
を
拵
え
た
り
す
る
な
ん
て
こ
と
」と
あ
る
が
、
こ
れ
と
反
対
の
状
態
に
あ
る「
自
分
」

を
、
池
端
は
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
か
。
本
文
中
か
ら
八
字
で
抜
き
出
し
て
答
え
よ
。

問
三

傍
線
部
「
徹
生
の
頬
に
は
ふ
っ
と
笑
み
が
籠
も
っ
た
」に
つ
い
て
、
こ
の
と
き
徹
生
の
心
の
内
側
で
何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か
、
六
〇
字
以

内
で
説
明
せ
よ
。

◇Ｍ１（０６７ １５）― １４ ―



問
四

本
文
中
の
四
か
所
に
二
重
傍
線
部「
本�

当�

の�

自�

分�

」が
あ
る
。「
本�

当�

の�

自�

分�

」に
対
す
る
徹
生
と
池
端
の
認
識
の
違
い
を
説
明
し
た
次
の
文
の

空
欄〈

Ｘ

〉〈

Ｙ

〉に
当
て
は
ま
る
語
句
を
、〈

Ｘ

〉は
六
字
、〈

Ｙ

〉は
七
字
で
、
そ
れ
ぞ
れ
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
て
答
え

よ
。

徹
生
は「
本
当
の
自
分
」を〈

Ｘ

〉の
よ
う
な
も
の
と
考
え
て
い
る
の
に
対
し
、
池
端
は
つ
き
あ
う
相
手
が
変
わ
る
ご
と
に〈

Ｙ

〉が
変
わ

る
よ
う
な
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
五

傍
線
部

に「
誰
か
と
一
緒
に
い
た
時
の
分
人
の
余
韻
、
人
格
の
名
残
の
よ
う
な
も
の
で
す
」と
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
五
〇

字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

◇Ｍ１（０６７ １６）― １５ ―



三

次
の
文
章【
Ａ
】は
、
鎌
倉
時
代
の
公
卿
・
歌
人
の
飛
鳥
井
雅
有
に
よ
る『
春
の
深
山
路
』の
一
節
で
、
都
か
ら
鎌
倉
へ
と
向
か
う
旅
路
の
記
録
で
あ

る
。
文
章【
Ｂ
】は
、『
伊
勢
物
語
』の
一
節
で
あ
る
。
文
章【
Ａ
】と【
Ｂ
】を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。（
＊
は
本
文
の
後
に
注
が
あ
る
こ
と
を

示
す
。）

文
章【
Ａ
】

（『
春
の
深
山
路
』よ
り
）

文
章【
Ｂ
】

◇Ｍ１（０６７ １８）― １７ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



（『
伊
勢
物
語
』第
九
段
よ
り
）

〔
注
〕
＊
鳴
海
潟＝
歌
枕
の
一
つ
。
現
在
の
愛
知
県
名
古
屋
市
緑
区
鳴
海
町
。
当
時
は
海
岸
線
が
現
在
よ
り
も
深
く
入
り
込
ん
で
い
た
。

＊
安
嘉
門
院
右
衛
門
佐＝

鎌
倉
時
代
の
女
性
歌
人
。
出
家
後
は
阿
仏
尼
と
呼
ば
れ
た
。

＊
二
村
山＝

歌
枕
の
一
つ
。
現
在
の
愛
知
県
豊
明
市
に
あ
る
山
。

＊
八
橋＝

歌
枕
の
一
つ
。
現
在
の
愛
知
県
知
立
市
八
橋
町
。

＊
能
因
法
師＝

平
安
時
代
の
僧
侶
・
歌
人
。
東
国
・
陸
奥
を
旅
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

＊
谷
の
橋＝

鎌
倉
で
は「
谷
」を「
や
つ
」と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
説
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

問
一

傍
線
部
「
葉
末
ば
か
り
ぞ
残
る
ら
む
か
し
」、
傍
線
部
「
見
ま
ほ
し
け
れ
ど
」を
、
そ
れ
ぞ
れ
現
代
語
訳
せ
よ
。

問
二

空
欄

Ｘ

に
入
る
最
も
適
当
な
助
動
詞
を
次
の
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
、
適
切
な
活
用
形
に
し
て
答
え
よ
。

け
む

ご
と
し

し
む

た
し

べ
し

ま
し

◇Ｍ１（０６７ １９）― １８ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



問
三
『
伊
勢
物
語
』と
同
じ
く「
歌
物
語
」と
さ
れ
る
作
品
を
次
の
選
択
肢
の
中
か
ら
二
つ
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
よ
。

ア

落
窪
物
語

イ

宇
津
保
物
語

ウ

源
氏
物
語

エ

竹
取
物
語

オ

平
家
物
語

カ

平
中
物
語

キ

大
和
物
語

ク

夜
の
寝
覚

問
四

文
章【
Ａ
】の
和
歌「
鳴
海
潟
思
は
ぬ
方
に
引
く
波
の
は
や
く
都
に
い
か
で
帰
ら
む
」を
、「
は
や
く
」が
掛
詞
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
、
現
代

語
訳
せ
よ
。

問
五

波
線
部「
何
を
か
句
の
頭
に
置
き
て
、
歌
も
詠
む
べ
き
」に
つ
い
て
、
な
ぜ
そ
う
思
っ
た
の
か
、
文
章【
Ｂ
】を
踏
ま
え
て
、
具
体
的
に
説
明
せ

よ
。

◇Ｍ１（０６７ ２０）― １９ ―



四

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。（
＊
は
本
文
の
後
に
注
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
設
問
の
都
合
で
、
振
り
仮
名
や
送
り
仮
名

を
省
い
た
箇
所
が
あ
る
。）

（
伊
藤
仁
斎『
仁
斎
日
札
』よ
り
）

◇Ｍ１（０６７ ２２）― ２１ ―

著
作
権
の
関
係
上
公
表
し
な
い



〔
注
〕
＊
貪
恋＝

執
着
す
る
。

＊
修
為＝

修
養
。

＊
生
民＝

人
類
。
ま
た
は
人
類
の
発
祥
。

＊
務
為＝

つ
と
め
励
む
。

＊
花
謝＝

花
が
散
る
。

＊
冷
看＝
冷
静
に
眺
め
る
。

問
一

傍
線
部

〜

の
訓
読
み
を
答
え
よ
。
送
り
仮
名
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
含
め
る
こ
と（
現
代
仮
名
遣
い
で
構
わ
な
い
）。


「
大
凡
」


「
幾
許
」


「
従
」


「
然
」

問
二

傍
線
部（
ア
）「
不
可
作
無
益
之
事
、
以
求
後
世
之
名
」を
現
代
語
訳
せ
よ
。

問
三

傍
線
部（
イ
）に「
悟
得
此
意
、
亦
勿
為
幻
解
」と
あ
る
が
、「
此
意
」の
意
味
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
本
文
の
内
容
に
即
し
て
そ
の
理
由
を
説
明

せ
よ
。

◇Ｍ１（０６７ ２３）― ２２ ―




